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令和５年度　磐田市立田原小学校　学校評価書

☆３　子どもたちは、地域の人たちと、学校や地域で関わっている。

☆４　端末などを活用した授業改善に取り組んでいる。

・児童は、おおむね学習について理解し、進んで取り組
んでいると回答している。しかし、保護者は「進んで家
庭学習に取り組んでいる」と考えている割合は、67.7％
にとどまり、学習内容の定着についても不安を抱えてい
る声も多い。
・教員は、児童がおおむね学習を理解している（Ｂ評
価）と感じているが、児童が進んで学習に取り組んだ
り、協同的に学んだりするような授業づくりに課題を感
じている。
・個人端末の活用については、児童も教員も活用スキル
は向上している。一方で、長時間の使用が健康に与える
影響を危惧する声やインターネットの適切な使用につい
て学ぶ必要を感じている。
・「外国語の授業が楽しい」と感じている児童の割合
が、昨年度より８％増加した。ＡＬＴと打ち合わせを行
い、担任が授業に参加することによって子供の意欲が高
まったことが考えられる。

・保護者は、「学校で目指そうとしている子どもの姿や
教育内容について知っている」の肯定値が８０％台で
あった。
・地域への興味が、児童は８５％、教員は８０％にとい
う結果になり、両者とも地域と関連した学習を推進する
必要がある。
〇基礎的な学習内容を定着する授業と協同的な課題解決
をする授業をバランスよく実施していく。そのために、
教員同士が授業を見合い、授業や子供の様子について協
議していくことが必要である。
〇個人端末の使用については、高学年で講座を実施し、
適切な使用を考えていく時間をつくる。
〇地域学習については、交流センターやＣＳＣ、みどり
の会の方々と連携して、学習活動を実施していく。

☆１　先生は子どものことを理解して指導にあたっている。

☆２　学校で目指そうとしている子どもの姿や教育内容について知っている。

☆１　子どもたちは該当学年の学習内容を理解している。

☆２　個に応じたきめ細かな支援・指導ができている。

☆：磐田市教育共通評価指標　　〇：本校学校評価指標　　回答：Ａ（当てはまる）　Ｂ（まあ当てはまる）　Ｃ（あまり当てはまらない）　Ｄ（あてはまらない）
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☆４　端末などを使って、自分の考えをまとめたり、相手に自分の思いを伝えることができる。

☆５　外国語活動の授業が楽しい。

☆６　友だちや先生と英語で質問したり、答えたりすることができる。

☆７　学校に相談できる人がいる。

☆８　私たちの学級（学校）は、互いにルールを守り、協力する雰囲気がある。

☆９　今住んでいる地域の歴史や自然について関心がある。

評価指標　（括弧内は対象及び目標値） 考察・改善策

☆１　授業の内容がよくわかる。

☆２　進んで先生に聞いたり、自分で調べたりして学習している。

☆３　学校が楽しい。



本校の重点 A+Bの％ 自己 評価 考察・改善策
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授業を楽しむことができたか。授業を楽しみ、学びを深める
・児童が主体となって取り組むことが
できる学習計画の工夫
・タブレットの効果的な活用（授業、
家庭学習）

児童が楽しんで取り組める授業
構想を立てることができたか。

換気や「手洗いをこまめに」、「机
の上をきれいに」に気を付けて生活
するように働き掛けた。

仲間とのつながりを深める
・QUを活用し、学級経営に生かす
・「特別の教科道徳」
　「学級活動」の充実
・縦割り活動、異学年交流の充実

友達の意見に反応を返すことが
できたか。
　友達の意見を大切にする学級づ
くりができたか。

お子さんと学校や友達のことに
ついて会話をしているか。

目標・取組 評　価　指　標　

・教員は、子供の話を聞く際には「どういう
思いでいるのか」「この先どうなりたいの
か」「そのためにどうしたいのか」という３
ステップで話を聞くように心掛けた。今後
も、子供の思いを丁寧に聞きながら、複数の
教員で情報を共有し、指導にあたるようにし
ていきたい。
・来年度は、学級担任だけではなく、学級担
任以外の複数の職員で指導する仕組みを作
り、多面的な子供理解を進め、日々の指導に
生かしていく。
・新型コロナウイルスの分類の見直しが行わ
れ、教育活動の制限が緩和された。しかしな
がら、基本的な感染予防の取り組みは継続し
ていくようにする。
・小規模校の良さを生かし、学級以外の子供
たちがふれあう時間を意図的に設定し、人間
関係作りを進めていく。

お子さんは進んで家庭学習に取
り組むことができているか。学びを

楽しむ子 友達の考えを大切にする
・児童の意見・考えを生かした授業展
開
や学級経営
・話合いを基盤とした授業・学級づく
り

心も体も
元気な子

お子さんは手洗いなど、コロナウイ
ルス感染症予防の習慣が身に付いて
いる。

田原っ子と仲良く生活すること
ができた。

学級づくりを中心に、子供たち
のつながりを深める働きかけが
できた。お子さんは、仲間を大切にする
心や思いやりの心が育ってい
る。「手洗いをこまめに」、「机の上を
きれいに」に気を付けて生活するこ
とができた。

まとめ

・プレゼンテーションソフトを使うなど、個人端末の活用
が進んでいる。
・地域との交流を進めて欲しい。
・１０月に行事が集中していたので、バランス良く配置し
て欲しい。
・思いやりや自分で考える力を付けてほしい。

・個人端末の活用を継続して進めて行く。
・コミュニティ・スクール・コーディネーターと田原交流センターとの連携を深め、地域の方々と
の交流活動を推進していく。
・高学年の宿泊を伴う行事を１学期に設定した。
・ピアサポートを取り入れ、子ども同士が支え合う環境をつくっていく。
・多くの教職員の目で、子どもを支援できる体制づくりを行う。

学校関係評価委員から

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

自己評価　（Ａ：十分満足　Ｂ：おおむね満足　Ｃ：もう少し努力すべき　Ｄ：大いに努力が必要）

・児童は、学校での授業を楽しむことができ
ていると多く回答しているが、家庭学習や自
主学習まで自主的に取り組むまでには至って
いない。授業と家庭学習の在り方について検
討していきたい。
・タブレットの活用は進んでいるが、児童が
主体的となって学ぶ授業づくりに課題があ
る。話合い活動などを取り入れた、協同的な
授業づくりについて、教員同士が情報共有を
しながら研修を重ねていきたい。
・協同的な学びの基盤となる、友達同士や教
員の話を聞く力を高めて生きたい。学習活動
において、教員も子供の思いや願いを聞くこ
とを大切にしていく。
・基礎的、基本的な学習内容の定着の時間も
大切にしていく。

Tスタイル（こまめな手洗い、机の上
をきれいに、食べるときは静かに、友
達と密を避けて）の生活様式を守り、
安心安全な生活に努める
・児童が安心安全な学校生活を送るた
めの働き掛け


